
ＪＲ東海労ニュース
住民の反対の声を聞け！

オスプレイ嘉手納基地配備反対！
沖
縄
を
戦
争
の
た
め
の
拠
点
に
す
る
気
か
！

１月９日の報道によると、米政府が嘉手納基地にもＣＶ22オスプレイ

を10機程度配備する方針であると伝えました。

すでに世界一危険な乗り物＝オスプレイが、世界一危険な普天間飛行

場に配備されています。嘉手納基地に配備されると、合計30機以上の配

備となり、より強固な戦闘態勢が出来ることになります。

さらに、大量のオスプレイ配備は、同時に日本全国での訓練飛行の機

会を増やすことになり、キャ

ンプ富士（御殿場・裾野・小

山）や厚木基地周辺にも危険

を及ぼします。

この間、沖縄や岩国などで

反対の声が相次ぎ、大きな集

会なども開催されてきました。

それが住民の声なのです。

ハワイではオスプレイ墜落

を心配して、飛行訓練を止め

ています。日本人はモルモッ

トなのでしょうか。日本政府

が「責任を持つ」と言おうと、

万が一犠牲者が出ても命は戻

ってこないのです。

オスプレイ配備に反対しま

しょう！
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